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親睦を深めたスポーツのあと
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真剣に耳を傾ける
幹事の皆様
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冒
口
城

◆
宮
城
支
部

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

元
年
9
月
4
日
、
恒
例
の
支
部
大
会
を
シ
ェ
ル
コ

ム
仙
台
で
開
催
。
各
地
区
か
ら
5
6
名
が
参
加
し
日
頃

の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
今
回
の
総
合
優
勝
は
沼

倉
宏
佳
さ
ん
　
（
五
ッ
橋
）
、
準
優
勝
及
び
レ
デ
ィ
ー

ス
優
捗
は
付
形
邦
子
さ
ん
　
（
五
ッ
橋
）
、
レ
デ
ィ
ー

ス
準
優
勝
は
佐
藤
友
子
さ
ん
（
仙
南
）
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
も
賛
助
会
社
各
社
様
か
ら
沢
山
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
賞
品
も
充

実
さ
れ
成
績
発
表
で
は
入
賞
は
勿
論
、
各
種
飛
賞
に

も
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
会
場
に
響
き
渡
っ
て
い
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
社
様
、
参
加
会
員
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
者
一
同
、
次
回

の
再
会
を
約
束
し
な
が
ら
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

◎
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

㈲
元
年
5
月
日
日
、
N
T
T
　
（
持
株
）
　
C
S
R
推

進
室
、
N
T
T
フ
ァ
シ
リ
ィ
テ
ィ
ー
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
主
催
の
気
仙
沼
・
大
島
で
の
復
興
支
援
活
動

が
実
施
さ
れ
、
奥
野
本
部
長
、
小
野
寺
前
本
部
長
始

め
宮
城
支
部
1
3
名
（
五
ッ
橋
6
、
石
巻
3
、
気
仙
沼

4
）
、
い
ち
の
せ
き
電
友
会
（
5
名
）
　
か
ら
計
1
8
名

が
参
加
し
下
草
刈
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

榔
ま
た
、
本
年
度
第
2
回
目
と
し
て
1
0
月
5
日
、

同
地
区
に
お
い
て
実
施
。
佐
藤
副
本
部
長
始
め
五
ッ

橋
ク
ラ
ブ
、
石
巻
電
友
会
、
気
仙
沼
ク
ラ
ブ
、
い
ち

の
せ
き
電
友
会
か
ら
1
3
名
が
参
加
し
下
草
刈
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

㈱
東
松
島
市
海
岸
防
災
林
再
生
活
動
へ
の
参
加

元
年
6
月
1
5
日
、
N
T
T
東
日
本
宮
城
事
業
部
主

催
で
東
松
島
市
央
本
地
区
、
浜
市
地
区
の
下
草
刈
活

動
へ
参
加
。
奥
野
本
部
長
始
め
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
　
（
5

名
）
、
石
巻
電
友
会
（
6
名
）
　
の
会
員
形
目
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

宮
城
支
部
と
し
て
も
「
チ
ー
ム
N
T
T
」
と
し
て

今
後
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
い
し
た
。

◆
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ

◎
理
事
会
・
幹
事
会
の
開
催

元
年
9
月
1
9
日
、
N
T
T
五
橋
第
2
ビ
ル
に
お
い

て
理
事
会
・
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、
会
報
の
手
配
り
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五ッ橋クラブ山の会
船形山山頂にて（1．8．4）

大会風景棋力は互角の対局か

等
を
担
当
し
て
い
る
地
区
幹
事
等
4
3
名
の
役
員
が
出

席
し
ま
し
た
。
奥
野
会
長
の
挨
拶
の
後
、
会
報
の
手

配
り
や
会
の
活
動
に
関
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
事
務
局
か
ら
は
、
1
0
月
5
日
実
施
の
気
仙
沼
・

大
島
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
案
内
、
日
月

2
8
日
開
催
の
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
講
演
会
等
の
周
知
と

参
加
要
請
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
か
ら
お

願
い
し
て
い
た
　
「
N
T
T
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
後
援
会
」
　
に
つ
い
て
、
電
友
会
か
ら
の
入
会

者
が
1
6
4
名
（
東
北
・
8
月
末
）
　
と
な
っ
た
こ
と

へ
の
御
礼
と
今
後
の
更
な
る
協
力
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
会
議
終
了
後
は
懇
親
会
に
入
り
、
会
報

手
配
り
時
の
工
夫
や
会
員
へ
の
声
が
け
の
際
の
楽
し

み
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
画
友
ク
ラ
ブ

第
3
1
回
画
友
ク
ラ
ブ
展
が
、
元
年
7
月
2
6
日
～
3
1

日
ま
で
青
葉
区
走
禅
寺
通
の
仙
台
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

に
て
開
催
。
会
員
1
7
人
か
ら
6
4
点
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
1
年
間
か
け
て
作
成
し
て
き

た
力
作
ぞ
ろ
い
に
集
ま
っ
た
人
も
熱
心
に
鑑
賞
し
て

い
ま
し
た
。

㈱
邦
画
同
好
会

「
第
1
9
回
日
本
画
・
水
墨
画
作
品
展
」
　
が
元
年
1
0

月
2
2
日
～
2
6
日
ま
で
、
青
葉
区
一
番
町
仙
建
ビ
ル
に

て
開
催
。
小
品
盆
栽
山
野
草
愛
好
会
か
ら
の
出
展
も

花
を
添
え
、
日
頃
の
修
練
と
丹
精
こ
め
た
作
品
が
来

場
者
の
感
嘆
を
呼
び
、
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

畑
山
の
会

五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
山
の
会
は
、
平
成
2
7
年
1
0
月
の
結

成
以
来
2
0
人
の
仲
間
と
毎
月
1
～
2
回
の
山
行
を
重

ね
、
安
全
登
山
と
健
康
増
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

山
行
の
度
に
　
「
山
旅
日
記
」
と
し
て
写
真
入
り
の
記

録
を
書
き
留
め
て
き
ま
し
た
が
、
元
年
1
2
月
で
よ
う

や
く
5
0
号
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
会
貞
の
意
気
も

盛
ん
で
、
今
後
は
近
県
の
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
登
山

も
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
県
内
の
山

を
中
心
に
中
高
年
向
き
の
安
全
第
一
の
登
山
を
楽
し

み
た
い
方
も
電
友
会
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
五
橋
囲
碁
ク
ラ
ブ

第
2
8
回
N
T
T
・
O
B
北

4
県
親
善
囲
碁
大
会
の
開
催

元
年
で
2
8
回
日
を
迎
え
た

北
4
県
親
善
囲
碁
大
会
は
、

6
月
2
日
岩
手
県
盛
岡
市
・

繋
温
泉
清
温
荘
に
お
い
て
宮

城
の
当
番
幹
事
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

青
森
・
八
甲
囲
碁
ク
ラ

ブ
、
岩
手
・
高
松
囲
碁
ク
ラ

ブ
、
秋
田
・
千
秋
囲
碁
ク
ラ

ブ
、
宮
城
・
五
橋
囲
碁
ク
ラ

ブ
各
県
8
名
の
代
表
の
参

加
者
（
総
勢
3
2
名
）
　
に
よ
り

対
抗
戦
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
棋
力
も
7
段
の

高
段
者
か
ら
初
段
ま
で
、
年

齢
も
8
0
代
か
ら
6
0
代
と
幅
広

い
年
齢
層
か
ら
構
成
さ
れ
、

4
回
戦
の
熱
い
戦
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
優

勝
は
宮
城
（
勝
ち
点
1
8
）
、
2

位
は
岩
手
（
勝
ち
点
1
6
）
　
で
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した。団
体
戦
結
果
　
優
勝
　
宮
城
　
　
2
位
　
岩
手

3
位
　
青
森
　
　
4
位
　
秋
田

試
合
終
了
後
は
、
表
彰
式
を
兼
ね
た
懇
親
会
と
な

り
、
地
酒
を
飲
み
交
わ
し
な
が
ら
、
囲
碁
の
楽
し
さ

や
効
能
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
優
れ
て
い
る
こ
と
を
再

認
識
し
、
夜
が
更
け
る
の
も
忘
れ
て
遅
く
ま
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
伝
統
あ
る
本
大
会
も
年
々

参
加
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
参
加
人
員
募
集
に
苦
慮

す
る
状
況
は
、
各
県
と
も
共
通
の
課
題
で
し
た
。

今
後
も
、
本
大
会
が
継
続
す
る
た
め
は
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
員
の
新
規
入
会
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
員
増
に
向
け
て
会
員
み

ん
な
が
取
り
組
む
こ
と
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

◆
仙
南
O
B
会

◎
秋
の
1
泊
旅
行

1
0
月
2
日
、
風
も
無
く
最
高
の
秋
晴
れ
の
中
、
参

加
者
2
2
名
（
女
性
7
名
・
男
性
1
5
名
）
　
ホ
テ
ル
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
山
形
蔵
王
温
泉
郷
に
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
戦
等
が
行
わ
れ
る
ス

キ
ー
の
ジ
ャ
ン
プ
場
を
見
学
後
、
蔵
王
中
央
ロ
ー
プ

ウ
エ
イ
の
1
0
0
人
乗
り
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
り
山
頂

へ
、
山
頂
か
ら
眺
め
る
景
色
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
紅
葉
は
薄
っ
す
ら
と
色
づ
き
始
め
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
見
ご
ろ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

工
場
で
は
試
飲
・
山
形
物
産
館
で
も
昼
食
後
、
皆
沢

山
の
お
土
産
を
買
い
求
め
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

2
日
間
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
大
変
楽
し
い
旅
行
と

な
り
、
交
流
を
大
い
に
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
な
ど
で
は
次
回
の
旅
行
が
待
ち
遠
し
い
と

言
っ
た
声
も
飛
び
交
っ
て
お
り
再
会
を
期
し
て
散
会

と
な
り
ま
し
た
。

した。宿
泊
ホ
テ
ル
で
の
宴

会
で
は
女
性
人
の
南
京

玉
す
だ
れ
の
芸
の
披
露
、

そ
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
と

愉
快
に
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
知
ら
ず
に
2
次
会
突
入
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
は
こ
ん
に
ゃ
く
番
所
で
試
食
・
高
畑
ワ
イ
ン

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈱
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
夏
季
大
会
　
（
ハ
ン
デ
戦
）

時
期
　
7
月
3
日
　
場
所

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
岩
沼

梅
雨
の
合
間
と
な
り
暑
く
も
無
く
、
さ
わ
や
か
な
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秋晴れの下、
爽やかな汗を流しました

麻雀大会　真剣です

風
も
あ
り
良
い
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
の
中
、
1
9
名
の
参
加

を
得
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
八
木
橋
妙
子
　
　
準
優
勝
　
庄
子
　
知
子

・
秋
季
大
会

時
期
　
1
0
月
9
日
　
場
所
　
角
田
市
多
目
的
広
場

秋
晴
れ
の
中
、
今
年
最
後
の
大
会
を
1
8
名
の
参
加

を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
暫
く
ぶ
り
の
天

気
の
せ
い
か
皆
な
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
、
そ
し
て
真

剣
に
、
優
勝
を
目
指
し
て
元
気
一
杯
頑
張
っ
て
お
り

ま
し
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
吉
田
　
茂
　
　
　
準
優
勝
　
永
沢
　
晴
男

㈲
麻
雀
愛
好
会

・
第
6
6
回
大
会

時
期
　
7
月
1
0
日

場
所
　
白
石
市
　
薬
師
の
湯
「
ひ
ま
わ
り
」

大
会
に
先
立
ち
石
川
会
長
よ
り
会
員
の
皆
様
の
参

加
に
対
し
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
ま
た
「
大
会
運
営

に
会
員
の
み
な
さ
ま
の
協
力
を
得
て
一
層
の
親
睦
を

図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
大
会
に
入

り
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
恒
例
に
よ
り
懇
親
会
を
開
催
し
大

会
の
反
省
及
び
健
康
談
義
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

次
回
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
大
友
　
養
一
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
勇

◆
大
崎
ク
ラ
ブ

◎
秋
の
研
修
旅
行

1
0
月
7
日
8
日
、
1
泊
2
日
の
日
程
で
岩
手
県
鷲

宿
温
泉
に
、
会
員
2
3
名
（
男
性
1
0
名
、
女
性
1
3
名
）

の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

初
日
は
古
川
I
C
か
ら
高
速
道
路
経
由
で
、
鷲
宿

温
泉
へ
直
行
し
ま
し
た
。
鷲
宿
温
泉
は
両
方
山
に
囲

ま
れ
た
谷
合
に
川
が
流
れ
て
、
桜
の
咲
く
春
に
は
鷺

の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
る
、
そ
ん
な
温
泉
地
で
す
。

参
加
者
最
高
齢
で
9
1
才
の
会
員
の
乾
杯
で
宴
会
に
入

り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
で
は
衰
え
ぬ
年
齢
と
美
声
で

拍
手
、
喝
乗
で
す
。
踊
り
、
ダ
ン
ス
、
昔
話
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
等
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
翌
日

は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
手
作
り
村
を
見
学
し

そ
の
後
、
あ
さ
開
酒
造
を
見
学
し
ま
し
た
。
あ
さ
開

酒
造
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
全
国
酒
造
品
評
会
で
2
1

回
金
賞
を
受
賞
す
る
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
化
さ
れ
た

老
舗
酒
造
で
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

金
賞
を
受
賞
し
た
酒
等
を
沢
山
試
飲
し
、
購
入
し
満

足
で
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
わ
ん
こ
そ
ば
大
会
が
開

か
れ
る
花
巻
市
の
金
婚
亭
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
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第8回　泉地区・古川地区パークゴルフ愛好会交流大会
加美町　ふれあいの森公園　パークゴルフ場

で
楽
し
い
研
修
旅
行
で
し
た
。
次
回
の
研
修
旅
行
ま

で
健
康
に
留
意
し
、
再
会
す
る
事
を
約
束
し
古
川
に

到
着
し
解
散
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

価
N
T
T
古
川
O
B
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

今
年
度
も
各
地
区
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
と
親

睦
と
交
流
を
深
め
る
大
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

各
地
区
の
幹
事
会
の
皆
様
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
練
習
会
は
ふ
れ
あ
い
の
森
P
G
を
中
心
に
毎

週
水
・
金
曜
日
に
実
施
、
最
終
水
曜
日
を
月
例
会
と

し
て
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

練
習
参
加
人
数
、
4
月
8
8
人
、
5
月
9
0
人
、
6
月

6
0
人
、
7
月
6
0
人
、
8
月
3
6
人
、
9
月
6
9
人

交
流
大
会
記
録

・
7
月
2
3
日
　
第
8
回
泉
・
古
川
交
流
大
会

加
美
町
ふ
れ
あ
い
の
森
P
G
　
3
5
名
（
古
川
1
8
名
）

優
　
勝
　
菅
原
　
武
人
　
（
古
川
）

準
優
勝
　
除
目
　
祐
三
　
（
泉
）

・
8
月
2
1
日
　
第
1
8
回
弘
前
・
古
川
交
流
大
会

小
田
ダ
ム
湖
畔
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
栗
原
市
）

1
9
名
（
古
川
1
5
名
）

優
　
勝
　
江
刺
家
　
操
（
弘
前
）

準
優
勝
　
小
川
　
　
剛
　
（
古
川
）

翌
日
、
ふ
れ
あ
い
の
森
P
G
に
て
リ
ベ
ン
ジ
大
会

・
9
月
1
0
日
古
川
・
小
牛
田
・
お
い
た
ま
交
流
大
会

川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
山
形
川
西
町
）

2
8
名
（
古
川
9
名
）

表
彰
式
兼
懇
親
会
は
P
G
隣
接
の
川
西
町
浴
浴
セ

ン
タ
ー
ま
ど
か
に
て
開
催

優
　
勝
　
毛
利
　
学
治
（
小
牛
田
）

準
優
勝
　
佐
藤
　
　
肇
（
お
い
た
ま
）

翌
日
、
ダ
リ
ヤ
園
見
学
、
そ
ば
街
道
に
て
昼
食
、

最
上
川
千
本
だ
ん
ご
店
経
由
で
無
事
帰
宅

・
1
0
月
1
4
日
　
第
9
回
泉
・
古
川
交
流
大
会

お
お
ひ
ら
万
葉
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

3
8
名
　
（
古
川
1
7
名
）

優
　
勝
　
渡
辺
　
勝
己
　
（
泉
）

準
優
勝
　
本
山
　
知
章
（
泉
）

・
1
0
月
1
6
日

第
4
回
古
川
・
石
巻
・
気
仙
沼
3
地
区
交
流
大
会

加
護
坊
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
　
3
4
名
（
古
川
1
5
名
）

優
　
勝
　
小
岩
欽
治
郎
（
古
川
）

準
優
勝
　
千
葉
　
政
行
（
古
川
）

日
月
か
ら
3
月
迄
、
冬
眠
し
な
い
で
が
ん
ば
る
ぞ

㈱
古
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

令
和
元
年
も
毎
週
木
曜
日
に
退
職
者
サ
ロ
ン
で
勉

強
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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囲碁クラブ
真剣な対局風景

花野果
例会での様子

桜友会　環境美化作業
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桜友会
桜の木の下草刈作業

1
週
間
に
1
回
で
す
が
、
年
の
せ
い
で
し
ょ
う
か

1
週
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
来
ま
し
た
。

勝
っ
た
り
負
け
た
り
と
笑
い

な
が
ら
楽
し
く
碁
を
打
っ
て
お

り
ま
す
。
年
間
勝
率
6
0
％
以
上

に
な
る
と
昇
段
昇
級
し
ま
す
の

す
。
珍
し
い
物
に
も
出
会
え
、
毎
月
季
節
の
移
ろ
い

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
小
さ
な
葉
書
に

大
き
く
措
い
て
絵
手
紙
に
仕
上
げ
る
楽
し
さ
や
、
お

互
い
の
出
来
ば
え
に
大
笑
い
で
す
。

で
、
あ
る
面
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
の
夏
季
大
会
成
績

優
勝
　
永
塚
　
照
敏
　
　
準
優
勝
　
菅
原
　
武
人

き
合
い
下
さ
い
。
先
輩
達
の
元
気
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
仲
間
を
共
に
楽
し
く
活
動
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

㈲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
桜
友
会
」

4
月
2
0
日
桜
を
愛
で
な
が
ら
　
「
観
桜
会
・
化
女
沼

ク
リ
ー
ン
作
戟
」
が
行
わ
れ
た
後
「
桜
友
会
」
　
で
は

今
年
3
本
の
桜
の
木
を

植
樹
し
ま
し
た
。
植
樹

後
の
桜
は
、
植
樹
し
た

場
所
や
土
壌
に
よ
り
成

長
が
異
な
り
、
枯
れ
て

し
ま
う
幼
木
等
、
著
し

く
成
長
が
異
な
り
ま
す
。

㈱
花
野
来

月
1
度
の
例
会
に
は
、
庭
に
咲
い
た
花
々
、
畑
で

取
れ
た
野
菜
等
を
手
に
仲
間
は
サ
ロ
ン
に
集
ま
り
ま

4
月
の
総
会
で
屋
外
写
生
は
、
や
く
ら
い
ガ
ー
デ

ン
へ
行
く
計
画
で
し
た
が
お
天
気
が
悪
く
、
6
月
に

西
古
川
の
今
野
ガ
ー
デ
ン
に
行
き
ま
し
た
。
バ
ラ
を

主
体
に
色
と
り
ど
り
の
花
々
に
、
い
つ
も
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
7
月
は
3
回
の
例
会
を
持
ち
、
7
0
歳
以

上
の
、
お
一
人
に
な
ら
れ
た
方
に
　
「
暑
中
見
舞
」
状

を
出
し
ま
し
た
。
ヘ
タ
な
絵
で
笑
っ
て
お
元
気
に
過

ご
さ
れ
ま
す
よ
う
心
を
こ
め
て
5
0
枚
程
度
措
き
ま
し

た
。
も
う
し
ば
ら
く
私
達
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
お
っ
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1泊旅行を楽しんだ
皆さん

鰹谷たみ子さんの見事な日舞
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総会出席者

6
月
～
8
月
、
9
月
～
日
月
の
期
間
は
桜
の
木
の
周

囲
で
大
き
く
伸
び
た
雑
草
の
下
草
刈
、
桜
の
根
元
の

消
毒
、
追
肥
作
業
が
毎
週
末
に
早
朝
か
ら
行
い
ま
す
。

桜
の
木
は
害
虫
や
病
気
で
突
然
枯
れ
た
り
、
倒
木
し

た
り
し
ま
す
の
で
大
切
な
作
業
で
す
。

ま
た
、
月
1
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
し
て
化
女
沼

周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
小
牛
田
ク
ラ
ブ

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
探
健
・
笑
い
は
こ
こ
だ

令
和
元
年
の
総
会
を
兼
ね
た
1
回
目
の
1
泊
旅
行

を
7
月
1
5
日
～
1
6
日
東
根
温
泉
「
青
松
館
」
　
で
実
施

し
ま
し
た
。
平
成
1
7
年
日
月
に
第
1
回
の
1
泊
旅
行

を
実
施
し
て
以
来
今
回
が
2
3
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
は
、
山
形
出
身
会
員
の
先
導
に
よ
り

会
員
の
マ
イ
カ
ー
3
台
で
旧
小
牛
田
局
前
を
出
発
、

途
中
最
上
川
3
難
所
船
下
り
を
体
験
。
5
0
分
間
の
絶

景
を
堪
能
し
ま
し
た
。

宿
で
の
懇
親
会
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
楽
し
い

1
夜
を
共
有
し
ま
し
た
。
2
日
目
は
日
本
一
の
　
「
大

け
や
き
」
を
見
学
つ
い
で
　
「
よ
っ
て
け
ポ
ポ
ラ
」
　
で

各
自
地
元
の
み
や
げ
を
買
い
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

◆
石
巻
電
友
会

◎
定
期
総
会

6
月
1
2
日
、
石
巻
市
山

下
町
の
　
「
飛
翔
閣
」
　
に
会

員
2
8
名
が
集
い
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
来
賓
の
N

T
T
石
巻
営
業
支
店
長
佐

久
間
鋭
二
様
か
ら
N
T
T

の
現
状
等
を
交
え
た
ご
挨

㈲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

令
和
元
年
度
第
1
回
目
の
大
会
は
愛
好
会
発
足
以

来
、
4
4
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
6
月
2
8
日
は
、
あ
い

に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
2
0
名
の
会
員
の
参
加
で
和

気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

9
月
2
7
日
に
予
定
し
て
い
た
4
5
回
大
会
は
、
大
き
な

大
会
と
重
な
り
延
期
し
ま
し
た
が
延
期
し
た
日
は
雨

に
崇
ら
れ
止
む
無
く
中
止
と
し
ま
し
た
。
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口の運動は大切です∃

雨の中お疲れ様です

成績よりも、この笑顔
いいですネェ
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夢の架橋　気仙沼大島大橋

拶
の
あ
と
、
梶
谷
浩
一
郎
さ
ん
を
議
長
に
選
出
、
事

業
収
支
計
画
等
の
案
件
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
生
良
志
み
き
ゑ
さ
ん
の
司
会
で
進
行
。

カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
、
元
気
に
再
開
で

き
る
こ
と
を
誓
い
合
い
散
会
し
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会

6
月
1
2
日
、
総
会
に
先
立
ち
「
レ
ッ
ツ
健
口
体

束
松
島
市
浜
市
地
区
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

6
名
参
加
し
、
雨
の
中
頑
張
り
ま
し
た
。

操
」
と
遷
し
て
、
石
巻

市
健
康
推
進
課
歯
科
衛

生
士
の
阿
部
愛
さ
ん
か

ら
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
「
口
」
　
の

機
能
を
高
め
て
誤
嘆
等

を
な
く
す
体
操
で
し
た
。

我
々
の
身
近
な
問
題
で
も
あ
り
、
み
な
さ
ん
真
剣
に

口
の
運
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

5
月
日
日
気
仙
沼
市
大
島
の
G
 
r
 
e
e
n
 
T
 
e

㈱
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
3
木
曜
日
に
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

a
 
m
 
N
T
T
に
3
名

が
参
加
。
元
年
4
月
に

開
通
し
た
大
島
大
橋
を

渡
っ
て
雑
草
等
の
下
刈

り
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
6
月
1
5
日
N
T

T
東
日
本
み
や
ぎ
の
森

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

河
南
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

矢
本
海
浜
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
メ
イ
ン
に
月
2

回
の
例
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
9
月
4
日
支
部
主
催

の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
9
名
参
加
。
成
績
は
芳

し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
皆
で
楽
し
ん
で
き
ま
し

た。


